
技術概要
　均一なサイズの高分子微粒子が規則的に配列
したコロイド結晶は、その周期構造のサイズが
可視光波長に近い場合、光の回折による構造色
を示します。高分子微粒子の大きさや粒子間距
離を変えることで、様々な色を示す構造色材料
を得ることができます。　

背景・従来技術
　高分子微粒子が配列したコロイド結晶を安定
的に固定化するために、コロイド結晶を樹脂や
ゴム、ゲルの中に複合化することが行われてき
ました。

特徴
　我々は、コロイド結晶を固定化するエラスト
マーとして、エラストマーを構成する分子鎖が
高分子微粒子中にまで貫入しているような、相
互侵入高分子網目とよばれる架橋構造を導入し
ました。これにより、エラストマーの変形とと
もに高分子微粒子も変形し、歪に対して鋭敏に
色が変化する構造色エラストマーを得ました。

実用化イメージ
　局所的な変形や歪に対して敏感に色が変わる
ので、応力集中や歪の存在を可視化するような
センサー材料として、フィルムや繊維などへの
応用が考えられます。さらに、高分子微粒子や
エラストマーの分子設計により、様々な構造色
を発現させることも可能です。

試作品状況

提示
可
提供
可無

引
っ
張
る
と
色
が
変
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
エ
ラ
ス
ト
マ
ー

・新規高分子材料の開発・熱分析装置
・粘弾性測定装置
・静的・動的光散乱装置

共同研究を希望するテーマ利用可能な設備・装置

　本研究室では、高分子材料の機能化、高性能化を視野に入れた高分子物性研究に取り組んでいます。
そのような観点での技術相談や共同研究等をご検討の際はご連絡ください。
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